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国の見解「全体のバランスにも考慮が必要」からもおかしい 
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継続入

居の割

合 

宝塚市 継続入居 １０割 

伊丹市 継続入居 １０割 

兵庫県 継続入居 判定委員会の判定により一部継続入居 転居 約４割 

神戸市 継続入居 
予約制・

期限猶予
転居 

予約制・

期限猶予 
転居 

予約制・

期限猶予
転居 約２割 

西宮市 
予約制・確保まで 5

年間延長 
期限内に転居 ０割 

注：表は、簡略化したものです。兵庫県、神戸市の条件は、もっと複雑です。  

同じ被災地なのに、対応はバラバラ。河野市長

が市議会で答弁した国の見解（「被災された方々全

体とのバランスにも考慮が必要」）に照らしても、

おかしな事態となっています。中でも、西宮市は、

「継続入居は認めない」と突出しており、異常な

“冷たさ”を示しています。 

神戸市、兵庫県も新方針 
 ３月市議会終了後、相次いで神戸市、兵庫県の

「借上げ公営住宅」への対応策が発表されました。 
 神戸市は、要介護３～５、重度の障害者、85 歳

以上がいる世帯は継続入居、要介護１・２、中度

の障害者がいるなどの世帯は完全予約制・移転期

限の猶予。約２割が継続入居の対象となります。 希望者すべての継続入居を！ 
また、兵庫県は要介護３～５、重度の障害者、

85 歳以上がいる世帯は継続入居、80～84 歳で要介

護１・２、中度の障害者、特定疾患、認知症は継

続入居、その他判定委員会による判定で継続入居。

75 歳～79 歳については判定により継続入居。75
歳未満についても一部判定により継続入居など。

約４割が継続入居の対象となります。 

 大切なことは、入居者の命と生活をまもること。

十数年かけて作り上げたコミュニティの中でこそ、

可能です。日本共産党西宮市会議員団は、希望す

る全ての入居者が安心して「継続入居」できるよ

う、力を尽くします。 

お 知 ら せ 
５年ぶりに市内バスウォッチングを実施

し、西宮市の施設や施策などを見学します。

継続入居なし 西宮市冷たさ突出  

すでに、宝塚市、伊丹市が希望者の継続入居を

認める方針を発表、西宮市は、継続入居はいっさ

い認めず、要介護３～５、重度の障害者のいる世

帯は予約制（確保できるまで５年間移転を猶予）

との方針を示しています。 

次号ニュースで詳細をお知らせします。 

現在、鋭意企画中です。乞う、ご期待！ 

 担当：佐藤、まつお 

５月１７日（金）9:30～16:00（予定）


